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および dichlorvosの invitroでの ChE阻fii作171
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法,EAG 法によって alfalfa looper (Autogra♪ha
cat'fornEca)も同一化合物を牲フェロモンとして比171し
ていると推定される｡この両町 ま同一柄物を企PuL地ft!
的分布および発生時期もかなりFL粒している｡両班の処
女雌それぞれを誘引源として野外試験した場合T.nt'雌
でははば完全に T.ni碓のみをA.calfoym'ca雌では
Acatl'form'ca堆79頭 T.ni雄27頭を捕捉できた｡それ
ぞれの雌はそれぞれ同種の雄を誘引すると云える｡室内
試験によるとT.m'雌抽出物はA.cahlfornica雌抽出物
よりも両種の雄に強いフェロモンFl'性を示す｡雌体内に
含まれる性フェロモン塁を調べると雌一頭あたり T.nL'
0･5/LgA.caL'fornica0.Ol/'gである｡そこで野外試験
でcis-7-dodecenylacetateを誘引群として押散れ皮と
1R捉されろ弼印の蛾の況合剤合のLM係を調べてみた｡そ
の拙朱印倣況IRの補い trapほどT.nl'の捕捉率が大き
く抑倣況皮が低いtrapではT.nz'は誘引されない｡一方
A.caIfornl'caIでは全く逆の関係を示し揮散温匿が低い
trapほど捕捉率が大きくなった｡これらの事を総合する
とこの両矧 ま互いの生殖隔離の1機構として放出する性
フェロモン濃度の差異を利用していると考えられる｡
(桑原保正)
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